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秋
川
の
紹
介
（
非
組
合
員
向
け
） 

 

１ 

秋
川
漁
業
協
同
組
合
と
は 

 

言
う
ま
で
も
無
く
、
漁
業
協
同
組
合
と
い
う
の

は
、
漁
業
法
と
水
産
業
協
同
組
合
法
等
に
基
づ
い

て
設
立
さ
れ
る
も
の
で
、
併
せ
て
水
域
区
域
と
そ

の
水
域
内
で
の
漁
業
権
免
許
を
都
道
府
県
知
事

よ
り
受
け
て
活
動
が
で
き
る
事
業
体
で
あ
り
ま

す
。
免
許
の
内
容
に
は
漁
業
権
魚
種
な
る
も
の
が

明
確
に
さ
れ
、
そ
の
魚
種
に
対
し
て
は
、
一
方
で
、

漁
業
協
同
組
合
に
増
殖
と
保
護
の
義
務
も
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

実
際
、
川
と
い
う
現
場
で
は
、
「
東
京
都
内
水

面
漁
業
調
整
規
則
」
、
こ
れ
に
従
う
と
こ
ろ
の
「
秋

川
漁
業
協
同
組
合
漁
業
権
行
使
規
則
」
と
「
漁
業

権
遊
漁
規
則
」
で
直
接
的
に
川
で
の
釣
り
な
ど
の

秩
序
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
組
合
組
織
に
つ
い
て

は
そ
の
定
款
が
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

 

２ 

秋
川
漁
業
協
同
組
合
の
河
川
域 

 

漁
業
権
免
許
に
よ
る
秋
川
漁
業
協
同
組
合
の

河
川
域
は
、
①
秋
川
、
②
平
井
川
、
そ
し
て
③
多

摩
川
の
羽
村
堰
下
流
か
ら
国
道 

号
線
拝
島
橋

の
間
約
７k

m

で
す
。 

 

こ
の
河
川
域
に 

の
支
部
が
あ
り
、
こ
の 

支

部
が
秋
川
漁
業
協
同
組
合
の
一
体
性
あ
る
活
動

を
支
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
支
部
は
地
域
ご
と
の

独
自
の
行
事
を
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

春 

 

川
の
釣
り
を
楽
し
む
者
に
と
っ
て
、
水
の
ぬ
る

む
春
は
心
は
ず
む
季
節
で
す
。 

最
初
は
３
月
１
日
の
ヤ
マ
メ
の
解
禁
で
す
。
秋
川

の
場
合
は
、
禁
漁
区
を
除
く
、
桧
原
村
全
域
の
河

川
と
、
あ
き
る
野
市
内
の
養
沢
川
、
盆
堀
川
、
逆

沢
、
三
内
川
が
ヤ
マ
メ
区
域
の
河
川
と
し
て
開
か

れ
ま
す
。
こ
の
為
に
漁
協
で
は
、
前
年
中
に
ヤ
マ

メ
の
稚
魚 

万
尾
、
年
が
明
け
る
と
成
魚
を
数
万

尾
放
流
し
ま
す
。 

こ
の
ヤ
マ
メ
稚
魚
な
ど
は
「
財
団
法
人
東
京
都
農

林
水
産
振
興
財
団
東
京
都
奥
多
摩
さ
か
な
養
殖 

セ
ン
タ
ー
」
（
旧
東
京
都
水
産
試
験
場
奥
多
摩
分 

場
）
で
孵
化
さ
れ
育
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
他
に
、
ヤ
マ
メ
増
殖
と
し
て
、
上
記
の
財
団

法
人
奥
多
摩
さ
か
な
養
殖
セ
ン
タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
毎
年
２
万
５
千
以
上
の
ヤ
マ
メ
発
眼
卵

（ 

％
発
眼
）
の
埋
設
放
流
を
各
支
流
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
発
眼
卵
埋
設
と
、
「
カ
ゴ
」
の
回

収
、
孵
化
率
状
況
調
査
に
は
、
都
内
な
ど
の
釣
り

団
体
（
Ｊ
Ｆ
Ｆ
、
労
釣
連
な
ど
）
の
方
々
が
長
年

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

各
河
川
の
上
流
の
閉
鎖
的
水
域
で
は
、
魚
は

他
の
水
域
へ
の
移
動
が
不
可
能
な
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
水
系
だ
け
で
独
自
の
遺
伝
子
の
変
異
が
蓄

積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
秋
川
に
も
こ
う
し
た
場
所

が
あ
る
わ
け
で
、
秋
川
在
来
種
の
保
存
の
為
「
種

川
」
と
し
て
一
部
の
沢
川
が
指
定
さ
れ
、
一
切
の

放
流
は
禁
止
さ
れ
、
全
面
禁
漁
区
指
定
な
ど
で
特

別
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ヤ
マ
メ
の
解
禁
か
ら
、
漁
協
は
す
こ
ぶ
る
忙
し
く

な
り
ま
す
。
３
月
は
、
ヤ
マ
メ
解
禁
の
ほ
か
、
秋

川
の
下
流
域
、
そ
し
て
上
流
域
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
解

禁
の
お
祭
り
的
行
事
が
続
く
か
ら
で
す
。
こ
の
時

の
放
流
魚
は
、
奥
多
摩
さ
か
な
養
殖
セ
ン
タ
ー
か

ら
前
年
秋
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
秋
川
漁
協
の
蓄
養

池
）
で
育
て
ら
れ
た
魚
約 

万
尾
が
充
て
ら
れ
ま

す
。
冬
の
間
、
川
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
が
、
蓄

養
池
で
は
、
冬
中
も
池
の
水
周
り
の
こ
と
、
魚
病

発
生
防
止
の
こ
と
、
餌
の
配
合
、
体
長
選
別
な
ど

で
苦
労
が
続
い
て
い
た
の
で
す
。 

 

４ 

夏 

 

４
月
に
ア
ユ
の
放
流
が
始
ま
る
と
、
決
ま
っ

て
カ
ワ
ウ
の
飛
来
が
ぐ
っ
と
増
え
て
き
ま
す
。
一

日
に
延
べ 

羽
を
超
え
る
時
も
あ
り
ま
す
。
カ
ワ

ウ
は
ア
ユ
だ
け
を
食
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
川
の
魚
が
増
え
、
た
や
す
く
採
食
に
あ
り
つ

け
る
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 

漁
協
で
は 

数
年
来
カ
ワ
ウ
に
よ
る
遊
魚
種

食
害
防
止
と
し
て
、
多
摩
川
上
流
事
務
所
等
の
許

し
を
得
て
、
川
が
閑
散
と
な
る
期
間
、
川
面
に
短

冊
ロ
ー
プ
、
テ
グ
ス
等
を
張
り
、
さ
ら
に
、
爆
竹

や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
で
、
カ
ワ
ウ
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
て
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
は
、
釣
り
人
案
山
子
を
考
案
し
、
着
せ
替

え
方
式
に
し
て
、
場
所
を
動
か
す
な
ど
い
ろ
い
ろ

手
を
打
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
カ
ワ
ウ
防
止

に
は
今
も
苦
労
が
続
き
ま
す
。 

カ
ワ
ウ
対
策
で
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
一
つ
に

は
、
水
中
で
魚
た
ち
の
逃
げ
場
、
隠
れ
家
を
造
る

こ
と
で
す
。
山
が
荒
れ
、
砂
利
や
土
砂
が
淵
や
石

を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
今
の
状
態
を
、
少
し
で
も

良
く
す
る
為
に
、
川
原
の
大
き
な
石
を
水
中
に

入
れ
て
、
石
洞
、
石
倉
を
造
る
こ
と
、
ま
た
は 

塩
ビ
管
を
三
角
形
に
積
み
上
げ
る
な
ど
し
て
、
そ

れ
を
川
の
中
に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

カ
ワ
ウ
対
策
で
さ
ら
に
大
切
な
二
つ
目
は
、
特

に
ア
ユ
に
関
し
て
、
細
菌
感
染
等
に
犯
さ
れ
て
い

な
い
元
気
な
稚
魚
、
成
魚
で
し
か
も
、
遺
伝
子
と

し
て
自
然
な
野
性
味
を
存
分
に
持
っ
た
も
の
が

望
ま
れ
る
の
で
す
。
川
の
中
で
カ
ワ
ウ
の
襲
来
に

簡
単
に
負
け
な
い
ア
ユ
が
欲
し
い
の
で
す
。 

 
 
 

５ 

江
戸
前
ア
ユ 

 

平
成 

年
は
ア
ユ
に
関
し
て
大
き
な
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
摩
川
下
流
域
の
堰

堤
、
た
と
え
ば
調
布
堰
（
田
園
調
布
）
等
は
堰
堤

規
模
が
大
き
い
た
め
、
そ
の
堰
下
に
稚
ア
ユ
が
群

が
り
ま
す
。
こ
の
稚
ア
ユ
を
持
っ
て
き
て
秋
川
漁

協
の
蓄
養
池
（
小
庄
蓄
養
池
）
で
育
て
、
多
摩
川
、

そ
し
て
秋
川
に
放
流
し
た
の
で
す
。 

こ
の
実
験
は
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
各
水
産

課
、
川
崎
河
川
漁
協
等
地
元
漁
協
、
あ
き
る
野
市

等
の
方
々
の
協
力
で
実
現
し
た
こ
と
で
す
。
５c

m

足
ら
ず
の
小
さ
な
江
戸
前
天
然
稚
ア
ユ
が
「
小
庄

の
蓄
養
池
」
で 

c
m

位
ま
で
育
っ
た
の
で
す
。

こ
の
過
程
で
、
奥
多
摩
さ
か
な
養
殖
セ
ン
タ
ー
も

私
た
ち
漁
協
等
の
関
係
者
は
貴
重
な
経
験
を
手

に
し
ま
し
た
。
平
成 

年
に
も
経
験
を
積
ん
で
、

平
成 

年
よ
り
東
京
都
内
水
面
漁
連
の
事
業
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
多
摩
川

水
系
を
江
戸
前
ア
ユ
で
満
た
す
と
言
う
夢
の
あ

る
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

６ 

子
供
た
ち
に 

 

学
校
の
夏
休
み
中
、
漁
協
の
各
支
部
で
は
、
子

供
会
、P

T
A

、
青
少
年
健
全
育
成
、
学
校
、
地
域

の
諸
団
体
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
子
供
た
ち
を
対

象
に
、
釣
り
教
室
、
自
然
教
室
、
さ
か
な
掴
み
取

り
、
炊
飯
行
事
等
を
行
い
ま
す
。
春
の
ウ
グ
イ
の

産
卵
場
造
り
に
も
、
子
供
た
ち
を
立
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
特
に
釣
教
室
に
お
い
て
は
、
実
釣
の
み

で
は
な
く
、
魚
の
修
正
や
仕
掛
け
や
釣
り
方
の
寸

劇
、
代
々
引
き
継
が
れ
て
い
る
話
や
昔
の
釣
り
方

な
ど
の
昔
話
を
し
、
興
味
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
が
川
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
次
第
で
す
。 

 

あ
き
る
野
市
で
は
、
あ
き
る
野
市
内
の
清
流
を

守
り
残
す
た
め
、
平
成 

年
４
月
１
日
、
「
清
流

保
全
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
「
水
質
保
全
」
、

「
水
量
確
保
」
、「
親
水
環
境
の
保
全
」
の
３
点
か

ら
、
清
流
保
全
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

清
流
保
全
委
員
も
任
命
さ
れ
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

 

条
例
の
対
象
と
な
る
河
川
は
、
多
摩
川
水
系
と

こ
れ
に
接
続
す
る
河
川
、
公
共
溝
渠
、
か
ん
が
い

用
水
路
、
湧
水
、
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
さ
れ

る
水
路
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
条
例
も
、
川
の
環
境
悪
化
を
食
い
止
め
る

為
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

７ 

お
わ
り
に 

 

大
勢
の
皆
様
が
川
に
来
ら
れ
、
気
持
ち
良
く
楽

し
み
、
ま
た
楽
し
い
釣
り
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、

関
係
先
皆
々
様
の
力
を
借
り
て
、
秋
川
漁
業
協
同

組
合
で
は
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
が
深
ま
れ
ば
大
変
に
幸
せ
な

こ
と
で
す
。 
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